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研究成果の概要（和文）：本研究は、利他性、互酬性、公平性などのヒトの社会性が、そうした行動を
適応的とする社会的ニッチの構築を通して形成維持されるとする理論モデルを構築し、モデル検証の
ための一連の実験研究を実施することで、これまで文化心理学や比較文化心理学が扱ってきた認知や
行動の“文化差”を、人々が創り出す社会的ニッチとしての制度（つまり、人々の行動が生み出す誘
因構造）への適応行動として分析する観点の有効性を証明した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study established the social niche construction model of human sociality and 
demonstrated its efficacy and validity through a series of experimental studies. The findings from those 
experiments proved that cultural differences in human cognition and behavior that have been studied by 
cultural and cross-cultural psychologists from the point of view of self-construal can be analyzed as a means of 
adaptation to the social niche (that is, a stable incentive structure consisting of people’s responses to the 
social niche itself). 
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１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、人間の社会性の進化的基盤に関する関
心が、生物学や心理学のみではなく、経済学を始めとす
る社会科学において大きな高まりを見せていた。この新
しい動きの背後には、経済学者自身の手により進められ
た、実験参加者たちの行動が合理的に自己利益を追求
する“経済人（ホモエコノミクス）”の仮定に反することを示
す実験結果の蓄積が存在していた。そして、これらの実
験結果の蓄積に代表される人間の“非合理性”および広
い意味での“利他性”の説明原理として、“適応性”の概
念が採用される兆しを見せていた。生身の人間が“経済
人”ではないのは、特定のかたちでの“社会性”を備えた
人間が、そのような特性を備えていない“純粋に合理的”
な人間よりも、人類の進化環境においてより適応的であ
ったからという説明である。こうした社会科学をめぐる背
景の下、本研究は、人間が示す利他性、互酬性、公平
性などをヒトの進化環境に対する適応を促進するために
進化した“心の道具”として捉え、その具体的な内容を明

らかにすると同時に、そうしたヒトの社会性が現代の社会
環境の中でどのようにして維持されているかを明らかに
することをめざして計画された。この目的の達成に向けて、
通常は“文化”の違いとして理解されている認知・信念シ
ステムの集団差が異なる“制度”（すなわち、自己維持的
信念・誘因結合体）への適応行動としてより適切に理解
できること、すなわち、人間の本質的社会性が異なる制
度（人々の適応行動により形成・維持される誘因構造）へ
の適応を促進するための「文化・心理的道具」として働い
ていることを明らかにするための、一連の実験研究の必
要性が認識された。 
 
２．研究の目的 
近年における認知科学・脳神経科学の急速な発展は、
社会科学の基礎を提供する人間観に対して大きな影響
を与えつつある。社会科学の内部においても、行動経済
学や神経経済学など、人間の本質的社会性に目を向け
る動きが始まっている。本研究の目的は、人間の社会性
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の解明を進めることで、本領域全体のテーマである社会
科学における実験研究の確立に向け、その重要な一環
を担うことにある。本研究の特色は、人間の心の社会性
の究極因である社会的適応課題に目を向け、人間の適
応行動が適応環境（＝人々の行動パターンの分布により
生み出される誘因構造としての「制度」）そのものを生み
出し、その結果自己維持的な信念体系であると同時に
誘因構造でもある「制度」を形成するとする、制度アプロ
ーチにある。本研究は、この制度アプローチを心の文化
差の説明に適応することを通して、文化への制度アプロ
ーチの視点から、人間の心と社会の相互構築関係の解
明をめざす。 
 具体的な目標として、以下の目標を設定した。 
（１）認知・信念システムの文化差に関する比較文化研究
を実施し、心の文化差の具体的なあり方を明らかにす
る。 
（２）集団内および集団間における信頼行動、協力行動、
攻撃行動、制裁行動等に関する差を測定する実験を実
施することで、集団を基盤とした上述の行動を、集団内
における相互扶助関係への適応行動として理解すべき
か、それとも集団間葛藤への適応行動として理解すべき
かを検討する。 
（３）これまでの研究の蓄積により相互協調的文化と相互
独立的な文化の下では、それぞれ独自の自己観を核と
する認知・信念・行動のあり方が維持されていることが示
されている。こうした認知・信念・行動の差が、それぞれ
の文化において維持されている誘因構造への適応とし
て理解できることを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(１)の目的を達成するために、認知的不協和、原因
帰属、注意配分（表情判断課題、記憶課題、画像判
断課題、注視課題）、人間性と社会の性質についての
信念や、適応戦略の有効性に関する実験データを蒐
集した。 
(２)の目的を達成するために、自集団成員と他集団
成員に対する信頼行動、協力行動、攻撃行動、制裁
行動に関する差を、自集団および他集団の成員が参
加者本人の集団所属性について持つ情報を操作しつ
つ測定する実験を実施した。 
(３)の目的を達成するために、一般市民から募集し
た実験参加者に対して、社会関係の在り方を変化さ
せた複数の経済ゲーム実験を繰り返し実施し、異な
る誘因構造を持つゲーム圏での行動の一貫性を検討
すると同時に、これまでの研究で文化差の存在が示
されている認知・信念・行動課題を同じ参加者に実
施し、文化差と関連する認知・信念・行動の特性が、
誘因構造の違いとどのように関連するかを調べた。 
 
４．研究成果 
以下、主要な研究成果を列記する。 
(１)現在、ヒトの利他性の進化的説明原理として集
団内利他行動と集団間攻撃行動との共進化を想定す
る群淘汰理論が主として経済学者・人類学者の間で
広まりつつある。この理論に基づき、ヒトには規範
に反する他者を罰する傾向が進化的に組み込まれて
いるとする強い互酬性理論を支持する実験的な証拠
として、最後通告ゲームにおいて不公平提案を受け
た実験参加者が、自分でコストを支払うことになっ
てまでそうした不公平な提案を拒否し、そのことに

よって提案者の利益を大幅に低下させる行動、すな
わち不公平提案の拒否行動がこれまで用いられてき
た。本研究で実施した一連の実験結果は、最後通告
ゲームにおける不公平提案の拒否は、公平性を追求
する動機に基づき規範逸脱を罰する行動ではなく、
自分の社会的地位を確保するための行動であること
を明らかにした。 
①まず雑誌論文 44 では、不公平提案者を拒否するこ
とで提案者と自分との利益差を拡大する（つまり不
公平提案者を金銭的にも心理的にも罰することがで
きない）一方的最後通告ゲームにおいても、不公平
な提案を受けた参加者の多くが自分の利益を捨て去
ってまで不公平な提案を拒否する行動を取ることを
明らかにした。（下の図を参照されたい。Ultimatum 
Game は通常の最後通告ゲーム、Impunity Game は拒
否をした参加者のみが利益を失う一方的最後通告ゲ
ーム、Private Impunity Game は、参加者が拒否し
たことが提案者に伝わらないかたちでの一方的最後
通告ゲーム） 

 
②上述の結果に加え、雑誌論文 13では、最後通告ゲ
ームでの実験参加者の行動を、信頼ゲーム、囚人の
ジレンマゲーム、独裁者ゲームでの行動と比較し、
最後通告ゲームで不公平提案を拒否する傾向の強い
参加者は、どちらかといえば他のゲームで非協力的
ないし非利他的な行動を取りやすいことを明らかに
し、最後通告ゲームでの不公平提案の拒否が公平性
追求行動とは言い難いことを明らかにした。 
③社会心理学における社会的アイデンティティー理
論を基にした実験結果は、群淘汰理論の一つの実証
的基盤をなしているが、雑誌論文 14では、人々が自
集団の人間を信頼する理由が自集団へのアイデンテ
ィティーにあるのではなく、人々が一般に自集団の
人間を優遇するという信念を人々が共有しているか
らであることを明らかにしている。 
④また、現在投稿中の論文にまとめた研究では、集
団間攻撃行動を測定する新たな方法として先制攻撃
ゲームを開発し、相手からの攻撃行動の可能性が存
在する場合には人々はコストを払っても相手を攻撃
する傾向を持つが、そうした相手から攻撃を受ける
可能性がない場合には、外集団に対して自ら進んで
攻撃行動を行う傾向を持たないことを明らかにした。
同様の知見は、シカ狩りゲームを用いた実験（投稿
中）においても確認されている。 
 

 



（２）これまでの文化心理学における研究を通して
文化差の存在が明らかとされている認知・信念・行
動をとりあげ、そうした文化差がそれぞれの社会に
おける制度（すなわち、人々の行動パターンが作り
上げている誘因構造）への適応行動として理解でき
ること、またそうした適応行動が制度そのものを構
成していることを明らかにする一連の実験研究を実
施し、その結果を図書 5 の総説論文、図書 6 の概説
書としてまとめた。これらの総説には、以下の研究
成果が紹介されている。 
①行動の社会的な帰結から解放された“社会的真空
状態”を実験室に作り出すことで、同調への選好、
独自性への選好の文化差が生み出すとされてきた日
米間の同調行動の文化差が消滅することを明らかに
した（雑誌論文 16、26、48）。 
②同様にして社会的帰結ないし他者からの評判から
解放された“社会的真空状態”では、日本人の自己
卑下傾向が消滅し、アメリカ人と同様に自己高揚傾
向を示すこと、また逆に、社会的帰結ないし他者か
らの評価が明白な状況においては、アメリカ人も日
本人同様の自己卑下傾向を示し、自己卑下・自己高
揚の日米文化差が消滅することを明らかにした（雑
誌論文 15）。（下の図では、自分が受けた知能テスト
の成績が大学平均よりも上か下かを判断するように
求められると、日本人は自己卑下的に応える傾向が
見られるのに対して、アメリカ人（特に男子）は自
己高揚傾向を示していた。しかし自分の成績の評価
が正しければボーナスが与えられるボーナス条件で
は、日本人もアメリカ人同様の自己高揚傾向を示す
ようになり、日米の文化差はほぼ完全に消滅した。 

③これまでの文化心理学の研究において“相互協調
的自己観”として扱われてきた信念群が、実は他者
との協力関係の追求と、他者からの排除を避ける傾
向との二つに概念的に分離できることを明らかにし
たうえで、日米の文化差は主として後者の側面に顕
著であること、前者の側面に関しては文化差が見ら
れないことを明らかにした（雑誌論文１）。 
これら①②③の知見は、文化特定的行動の多くが、
他者の反応の“読み”を可能とする制度（人々の行
動パターンが作り上げている誘因構造）への適応行
動であることを明らかにしている。 
 
 

（３）利他性、互酬性、公平性などの人間の社会性
を説明する原理として現在最も広く使われているの
は“選好”の概念である。すなわち、人間が自己利
益のみを目指して行動するのではなく、他者の利益、
あるいは公平性などを考慮に入れて行動するのは、
そうした行動の結果として生まれる社会状態に対す
る選好を人々が有しているからだという基本的な視
点である。この視点は人々の行動の記述としては（同
義反復という意味で）正しいが、人々がそうした選
好を一貫したかたちで内面化しており、また一貫し
た選好に基づいて一貫した行動を取っているという
保証がない限り、人々の実際の行動の説明原理とし
ては有効性を持たない。そこで問題とされるのは、
人々は実際に異なる状況下でどの程度“選好”に基
づき一貫した行動を取っているかである。この問題
に対する回答を与えるために、囚人のジレンマゲー
ム、社会的ジレンマゲーム、信頼ゲーム、信仰ゲー
ム、独裁者ゲーム、最後通告ゲーム、シカ狩りゲー
ム、先制攻撃ゲームを同一参加者に 3 年半の年月を
かけて実施した（異なるゲーム間に数か月の時間差
を取ることで、一つのゲームでの行動が他のゲーム
での行動に直接反映される可能性を極力低める手続
きが取られた）。その結果、選好のみに基づいて行動
が決定されるはずの独裁者ゲームや最後通告ゲーム
での受け手の行動が、相手の行動の予測に応じて自
分の手を変更する必要のある囚人のジレンマゲーム、
信頼ゲーム、信仰ゲームでの行動と一貫しないこと、
また同時に、後者のゲーム間では行動に強い一貫性
が見られることが明らかにされた。これらの結果は、
人間の行動の社会性を単純に一貫した選好により説
明することの限界を明らかにすると同時に、他者の
行動原理に関する信念が人間の社会行動に対して極
めて重要な意味を持っていることを明らかにしてい
る。こうした信念は制度としての誘因構造を反映す
る一方、制度の構築に重要な役割を果たすものであ
り、そのため上述の知見は、本研究の目的である、
ニッチ構築を通して適応行動を作り出していく存在
として人間性を理解する、文化と社会に対する制度
アプローチ（ニッチ構築アプローチ）の重要性を示
すものである。 
(４)上述の (３)で紹介されている研究成果は、これ
まで文化心理学・比較文化心理学で蓄積されてきた
多くの知見の蓄積の上に生み出されている。本研究
においてもこうした知見の積み重ねが続けられてお
り、目標と過程への相対的注目度、配偶戦略と薬物
嗜好の関係、幸福観、遺伝子多形、自尊感情、注意
配分、恥と怒り、リーダーの顔認知、笑顔の認知、
単純接触効果、感情、集団との同一化等についての

 

 



文化差の研究がすすめられた。また、日本における
制度的環境の変化と、それにまつわる幸福感などの
心理的適応・不適応のメカニズムについての実証的
検討を進め、グローバリゼーションに伴う個人主義
化が、日本において幸福感を低減させ、ひきこもり
などの不適応をもたらす仕組みを明らかにした。 
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